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第 7回運営協議会資料１－２ 

 

2022年度 生涯学習センター事業実績報告（概要版） 

 

１．2022年度の主な取り組み 

（１）新たな学びの支援事業 

 ①「なんでもスマホ相談室」 

  目的：デジタルデバイドを解消するため、デジタル初心者向けの体験講座を実施し、新

たに生じる社会的課題への対応を学ぶことを目指します。 

  概要：スマートフォンの基本操作、メールの送受信、インターネット検索など初歩的な

相談を、マンツーマン形式で行います。スマートフォンをお持ちでない方には、

タブレット端末を貸し出します。 

  実施：毎月第 1・3土曜日、第 2・4火曜日 9：00～12：10（一人 30分） 

回数 募集 延参加人数 

64回 630人 583人 

 

 ②「出張！なんでもスマホ相談室」（アウトリーチ） 

目的：各地域に出向して、デジタルデバイドを解消するため、デジタル初心者向けの体

験講座を実施し、新たに生じる社会的課題への対応を学ぶことを目指します。 

  概要：スマートフォンの基本操作、メールの送受信、インターネット検索など初歩的な

相談を、マンツーマン形式で行います。スマートフォンをお持ちでない方には、

タブレット端末を貸し出します。 

  実施：小山田桜台地域交流スペース、陽だまりカフェ（成瀬台）シルバーピア森野、ふ

れあいくぬぎ館（木曽山崎）ふれあいけやき館（堺）ほか（一人 30分） 

回数 募集 延参加人数 

12回 121人 119人 

 

（２）生涯学習センターまつり（3年ぶりに集合方式で開催） 

目的：生涯学習センターを主な活動場所として利用するサークル・団体の皆さんの日頃

の活動の成果を、作品展示・ステージパフォーマンス・ワークショップに分かれ

て発表する場を提供します。また、各団体が用意した「学び」の提供により、訪

れた方の学びに取り組むきっかけとなることを目指します。  

  概要：2020年度、2021年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、インターネッ

ト上で開催しており、3年ぶりに来場型で実施しました。生涯学習センターまつ

りの趣旨である「全ての利用団体でつくり上げるみんなのまつり」と「生涯学習
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センターでのサークル活動を多くの方々に知っていただく発表の場」の継続性

を念頭に、各団体の活動発表の場を提供する形で実施しました。 

  実施：2022年 10月 22日（土）～10月 23日（日） 

参加団体数 企画運営委員会開催数 当日参加人数 

32団体 16回 1,100人 

 

（３）平和祈念事業（子ども施設でのプレイベント実施） 

目的：各世代を対象とするイベントを実施して、町田および日本が経験してきた太平洋

戦争の記憶を振り返るとともに、平和について考え、自分にできる平和への取り

組みを探る機会とすることを目指します。  

  概要：今年度は、玉川学園子どもクラブころころ児童館、南大谷さくら会館といった子

ども施設でプレイベントを実施し、子供向けに事前周知を実施しました。 

<プレイベント> 

①子ども施設平和映画上映会「「ミッキーマウスと魔法の帽子」「ぼくのせかいい

ちうつくしい村」「さようならカバくん」 

     ②町田市立中央図書館「平和・戦争」に関する図書コーナー開設 

     ③親子向け講座「せかいの国となかよくなろう」 

     <期間中イベント> 

④紙芝居「町田に集団疎開した子どもたち」＆原爆のおはなし＆アニメ「シロと

たけし」 

     ⑤語り継ぐ広島原爆被爆体験＆座談会「戦争の記憶を語り継ぐ、受け継ぐという

こと」 

     ⑥プロ棋士から学ぼう！はじめての親子将棋講座 

     ⑦朗読カフェ～平和、戦争に関する本を持ちよって 

     ⑧語り継ぐ長崎原爆被爆体験＆かわせみ座による朗読劇「かよこ桜」 

     ⑨戦時資料・戦時中生活資料展示＆昔遊びコーナー 

     ⑩戦時中の体験「１枚のハガキ」の展示 

     ⑪原爆被爆関連資料等の展示 

     <インターン研修> 

期間中、さがまちコンソーシアムからの依頼に基づき、インターン生 4名を受け

入れ、⑤の被爆体験朗読を代読してもらうなど平和祈念事業に従事してもらい

ました。 

  実施：プレイベント 2022年 7月 29日（金） 

2022年 8月 5日（金）～8月 9日（火） 

 

 

当日参加人数 

452人 
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（４）君も友達！学生活動報告会「ガクマチ EXPO」（学生の事業参画強化） 

目的：町田市及び近隣地域で活動する学生団体が、活動成果を市民や団体に広く周知し

交流することで、地域活動の促進や連携、さらなる地域活性化を目指します。 

  概要：本事業は学生の主体的なイベントの企画・運営を通し、地域への情報発信や地域

住民との関わり方を学びます。例年、報告会の形式は市で枠を決めていましたが、

今年度は学生の参画の度合いを高め、企画を一から学生が考える形に改めた結

果、報告会形式から学生による授業方式で実施しました。 

      また、事業の周知も学生主導で企画した結果、本事業の Twitter は累計で

10,000を超えるアクセスがありました。 

なお、本事業は、さがまちコンソーシアム、町田市地域活動サポートオフィス

と連携して実施しています。 

実施：2023年 3月 21日（火・祝） 

参加学生団体数 学生提供授業コマ数 当日参加人数 

11団体 32コマ 258人 

 

（５）障がいのある人のための学習講座【視覚障がい編】「みえない」暮らしって？（新規） 

目的：障がいのある人もない人も、視覚障がい者の生活に役立つスマホアプリを試して

みたり、伴歩を体験してみたり、FC 町田ゼルビアのトレーニング拠点を訪れ、

レクリエーションに参加したりするなど、交流を通してお互いの理解を深める

ことを目指します。 

  概要：①お話・体験「視覚障がいのある人が歩くこと、走ること～伴歩、伴走を通して

～」 

     ②お話「視覚障がい者の生活・暮らし」 

     ③視覚障がい者向けのスマホ（iPhone）アプリ紹介 

     ④FC町田ゼルビア三輪緑山ベース（トレーニング拠点）でレクリエーション 

     ⑤視覚障がい者スポーツ「スティックボール」体験会 

     ⑥りえ・りさ Duo クリスマスミニコンサート講座振り返り・交流会 

     本事業は東京都の補助金を利用した 2021～2023年度の 3か年事業で、2021年度

は聴覚障害をテーマにした講座を実施しています。 

実施：2022年 9月 25日(日）～12月 25日（日） 

定員 述開催数 延参加人数 

30人 6回 117人 
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（６）スマイルきしゃぽっぽ 

目的：乳児の保護者やマタニティの方を対象とした「ひろば事業」です。親子で楽しめ

るスキンシップ遊びなどを学んだり、親同士の情報交換を通じて、家庭教育や子

育てに役立つ知識の習得や仲間づくりを目指します。また、生涯学習センターで

学んできた同じ育児中の母親達（企画運営団体メンバー）と参加者が交流するこ

とにより、保護者向け講座や学級に参加者が関心を持つことを目指します。 

  概要：従来実施している広場事業「きしゃぽっぽ」と同種の事業ですが、本事業は企画・

運営をスマイルママ（2019 年度家庭教育支援学級修了者団体）が行っており、

従来事業における保育士役も修了者団体メンバーが担っています。 

実施：①2022年 7月 7日、②12月 15日、③2023年 2月 16日 

定員 述開催数 延参加人数 

①③9組、②7組 3回 19組（38名） 

 

（７）講座のデジタル配信（市民大学公開講座、家庭教育支援事業） 

  下記の 2講座について、講座のデジタル配信を試行しました。 

①まちだ市民大学 HATSまちだの水とみどり入門 

オンライン公開講座「鶴見川流域治水・グリーンインフラ整備における町田の貢献」 

目的：「水」と「みどり」をテーマに、講義や体験、作業、施設見学などを織り交ぜて、

楽しく学んでいきます。講座終了後は継続活動と市民活動への導入を目指しま

す。 

  概要：全 7回の講座（連続講座は 20人が参加）の 2回目に実施した公開講座を録画し、

後日オンラインで配信しました。 

実施：2022年 5月 28日実施後～6月 7日までの間に視聴。 

定員 開催数 参加人数 

30人 1回 14人 

 

 ②乳幼児の保護者向け講座「目からウロコの子育て講座」 

  オンライン公開講座「悩み多い子育て！だからこそ子どもを信じよう」 

目的：乳幼児期の子育てに必要な幅広い知識を、項目ごとに習得することで、親自身が

心に余裕をもち、子育てに対して前向きになることを目指します。 

  概要：全 7回の講座（連続講座は 21人が参加）の 2回目に実施した公開講座を録画し、

後日オンラインで配信しました。 

実施：2022年 10月 12日実施後～10月 20日までの間に視聴。 

定員 開催数 参加人数 

30人 1回 27人 
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（８）町田一中地域利用（新規） 

目的：町田市立小・中学校の施設を積極的に地域利用に供することにより、地域活動の

場として活用していただくことを目的とします。 

  概要：本町田小学校、木曽境川小学校、小山ヶ丘小学校、鶴川中学校に加え、2022年 8

月から町田第一中学校の地域利用を新たに開始しました。 

町田第一中学校では、武道場、交流ホール、多目的室、音楽室、調理室の貸出の

ほか、図書室を個人向け学習スペースとして開放しています。また、多世代交流

や地域活性化の促進のため、イベントを実施しました。 

実施：①施設貸出 

学校名 利用者数 利用件数 

本町田小学校 531人 29件 

木曽境川小学校 780人 28件 

小山ヶ丘小学校 570人 80件 

鶴川中学校 1,427人 55件 

町田第一中学校 
4,534人（施設貸出） 

534人（図書室） 

210件（施設貸出） 

― 

     ②町田第一中学校イベント      

イベント 実施日 参加者数 

みんなでわいわい楽し

もう！ボッチャ体験会 
2022年 9月 25日 24人 

地域のお父さんが教え

る！はじめてのプログ

ラミング体験会 

2022年 12月 18日 18人 

はじめてのプログラミ

ング＆電子書籍体験会 
2023年 3月 19日 22人 

 

 


